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乳
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
へ

音
無
美
紀
子
さ
ん
が
講
演

　

乳
が
ん
啓
発
イ
ベ
ン
ト
「
と
ち
ぎ　
de

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
」
を
１
月　

日
に
と
ち

14

ぎ
健
康
の
森
で
開
催
し
ま
し
た
。
女
優

の
音
無
さ
ん
が
乳
が
ん
を
克
服
し
た
自

ら
の
体
験
を
語
っ
た
あ
と
、
医
師
、
保

健
師
や
乳
が
ん
患
者
会
の
方
も
交
え
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
乳
が
ん
経
験
者
や
ご
家
族
、
関

心
の
あ
る
方
な
ど
、
約
４
０
０
人
が
参

加
。
乳
が
ん
は
早
期
発
見
で
治
る
率
も

高
い
こ
と
な
ど
、
知
識
の
普
及
啓
発
と

検
診
の
受
診
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
関
係
団
体
に
よ
る
医
療
機
器

展
示
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
来
場
者

は
熱
心
に
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
場
利
用
者
が　

万
人
に

40
県
民
ゴ
ル
フ
場

　

県
民
ゴ
ル
フ
場
（
鬼
怒
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）
で
は
、
２
月　

日
10

に
利
用
者
数　

万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

40

　

万
人
目
と
な
っ
た
人
は
、
埼
玉
県
に

40お
住
ま
い
の
ご
夫
婦
で
、
ゴ
ル
フ
場
か

ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
同
ゴ

ル
フ
場
は
、　

年　

月
に
オ
ー
プ
ン
し

92

10

て
以
来
、
鬼
怒
川
の
河
川
敷
の
特
徴
を

生
か
し
た
コ
ー
ス
と
し
て
、
高
齢
者
や

ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
利
用
が
多
く
、

健
康
増
進
や
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

「
は
た
け
し
め
じ
」を
品
種
登
録

愛
称
は
供
と
ち
ぎ
の
こ
僑

　

県
林
業
セ
ン
タ
ー
で
は
「
香
り
ま
つ

た
け
、
味
し
め
じ
」
と
い
わ
れ
る
「
ほ

ん
し
め
じ
」
の
近
縁
種
で
、
食
味
に
優

れ
、里
山
や
草
地
な
ど
に
自
生
す
る「
は

た
け
し
め
じ
」
の
人
工
栽
培
技
術
の
開

発
と
品
種
の
育
成
に
取
り
組
み
、
３
月

　

日
に
２
品
種
を
品
種
登
録
し
ま
し
た
。

22ま
た
、
樹
木
の
せ
ん
定
枝
葉
を
堆
肥
化

し
た
資
材
を
栽
培
に
利
用
す
る
技
術
も

開
発
し
、
特
許
出
願
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
こ
の
有
望
な
新
規
栽
培
き
の
こ
の

消
費
拡
大
に
活
用
す
る
た
め
、
全
国
か

ら
愛
称
を
募
集
し
、
３
０
０
０
通
を
超

え
る
応
募
の
中
か
ら
「
と
ち
ぎ
の
こ
」

と
決
定
し
ま
し
た
。
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県
立
中
高
一
貫
教
育
校
が
開
校

　

南
那
須
養
護
学
校
に
は
高
等
部

  
本
県
初
の
県
立
中
高
一
貫
教
育
校
と

し
て
、
宇
都
宮
東
高
等
学
校
附
属
中
学

校
が
４
月
に
開
校
し
、
一
期
生
１
０
５

人
（
男
子　

人
、
女
子　

人
）
が
入
学

53

52

し
ま
し
た
。
宇
都
宮
東
高
中
高
一
貫
教

育
校
で
は
、
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方

の
育
成
や
教
養
を
深
め
る
学
習
を
行
う

な
ど
、特
色
あ
る
教
育
活
動
を
計
画
的
・

継
続
的
に
行
い
、
創
造
力
や
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
富
ん
だ
人
材
の
育
成
を
め
ざ

し
ま
す
。
ま
た
、
那
須
烏
山
市
に
あ
る

県
立
南
那
須
養
護
学
校
に
高
等
部
を
開

設
し
、
１
年
生　

人
が
入
学
し
ま
し
た
。

19

生
徒
た
ち
は
新
校
舎
で
自
立
や
社
会
参

加
を
目
指
し
て
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

団
塊
世
代
対
策
を
推
進

供
と
ち
ぎ
僑
の
元
気
づ
く
り

　

団
塊
の
世
代
の
豊
富
な
知
識
や
経
験

な
ど
を
活
か
し
、
退
職
後
も
元
気
に
活

躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
東
京
圏
の

団
塊
の
世
代
を
本
県
に
呼
び
込
み
、
二

地
域
居
住
な
ど
に
よ
り
交
流
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
は
、
元
気
で
活
力
あ
る

供
と
ち
ぎ
僑
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
大

変
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、　

年
度
か

07

ら
推
進
本
部
を
立
ち
上
げ
、
県
庁
全
体

で
総
合
的
に
団
塊
世
代
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
同
対
策
は
、「
県
内
在

住
の
団
塊
の
世
代
の
能
力
を
活
か
す
」

取
組
と
「
東
京
圏
な
ど
に
在
住
す
る
団

塊
の
世
代
を
呼
び
込
む
」
取
組
の
２
本

の
柱
で
す
。

安
全
で
安
心
な
通
行
を
確
保

都
市
計
画
道
路
樋
ノ
口
河
合
線
開
通

　

都
市
計
画
道
路
樋
ノ
口
河
合
線
が
３

月　

日
に
開
通
し
ま
し
た
。
同
路
線
は
、

28
栃
木
市
中
心
部
と
小
山
市
を
結
ぶ
幹
線

道
路
で
あ
り
、
か
つ
、
交
通
結
節
点
で

あ
る
栃
木
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
す
。

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
栃
木
駅
周
辺
地

区
で
の
円
滑
で
安
全
・
安
心
な
通
行
の

確
保
は
も
と
よ
り
、
交
流
連
携
の
拡
大

や
物
流
の
効
率
化
、
産
業
の
振
興
を
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
栃
木
駅
周
辺
連
続

立
体
交
差
事
業
や
栃
木
駅
前
・
駅
南
土

地
区
画
整
理
事
業
と
相
ま
っ
て
、
良
好

な
市
街
地
を
形
成
し
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
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県
民
の
期
待
に
応
え
る
警
察
に

  　
  
県
民
広
報
相
談
課
が
発
足

　

県
警
察
本
部
は
、
警
察
に
寄
せ
ら
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
な
ど
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
新
た
に
県
民
広
報
相
談
課

を
新
設
し
、
４
月
１
日
発
足
し
ま
し
た
。

警
察
に
寄
せ
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

の
中
に
は
、
事
件
と
な
っ
て
被
害
者
と

し
て
支
援
活
動
が
必
要
な
案
件
も
含
ま

れ
て
お
り
、
警
察
安
全
相
談
か
ら
被
害

者
相
談
ま
で
を
一
貫
し
て
対
応
し
て
い

く
必
要
性
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
「
広
報
広
聴
課
」
に
「
犯
罪
被

害
者
対
策
室
」
を
移
管
し
て
体
制
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
課
名
も
よ
り
分
か

り
や
す
く
し
、
課
長
以
下　

人
体
制
で

22

発
足
し
ま
し
た
。

税
収
の
確
保
に
全
県
が
一
枚
岩

県
地
方
税
徴
収
特
別
対
策
室
を
設
置

　

県
と
市
町
が
協
働
し
て
税
の
徴
収
を

行
う
組
織
「
栃
木
県
地
方
税
徴
収
特
別

対
策
室
」
が
４
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

同
室
は
、
県
職
員　

人
、
市
町
派
遣
職

12

員　

人
か
ら
成
り
、
所
得
税
か
ら
個
人

26
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
を
ふ
ま
え
、
市

町
の
徴
収
技
術
の
向
上
と
、
税
収
入
の

確
保
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

県
と
市
町
と
が
よ
り
緊
密
な
連
携
を
と

る
た
め
、
滞
納
整
理
の
方
針
な
ど
を
協

議
す
る「
栃
木
県
滞
納
整
理
推
進
機
構
」

も
同
時
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
第

１
回
会
議
で
は
、
３
年
後
の
市
町
村
税

徴
收
率　

・
７
％
達
成
が
目
標
に
掲
げ

92

ら
れ
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト　

を
本
格
的
に
導
入

IC
上
河
内　

と
那
須
高
原　

SA

SA

　

東
北
自
動
車
道
上
河
内　

（
サ
ー
ビ

SA

ス
エ
リ
ア
）
と
那
須
高
原　

で
社
会
実

SA

験
が
行
わ
れ
て
い
た
ス
マ
ー
ト　

（
Ｅ

IC

Ｔ
Ｃ
専
用
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
が
、

４
月
１
日
６
時
か
ら　

時
間
運
用
で
本

24

格
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
本
格
導
入
に
際

し
、
地
元
上
河
内
町
（
現
宇
都
宮
市
）・

那
須
町
主
催
で
そ
れ
ぞ
れ
開
通
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
と
も
、
方
向
（
東
京
方
面
）

と
車
種
（
二
輪
・
軽
・
普
通
車
）
が
制

限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
ア
ク
セ
ス

道
路
整
備
を
行
い
、
全
方
向
・
全
車
種

対
応
を
目
指
し
ま
す
。
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農
業
の
明
る
い
未
来
に
向
け
て

「
と
ち
ぎ
農
業
未
来
塾
」
開
校

　

県
は
、
新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
人

が
必
要
な
知
識
、
技
術
を
学
べ
る
場
と

し
て
就
農
準
備
校
「
と
ち
ぎ
農
業
未
来

塾
」
を
農
業
大
学
校
内
に
開
校
し
ま
し

た
。
４
月　

日
の
開
校
式
に
は
、
知
事

17

が 
揮
毫 
し
た
看
板
の
除
幕
が
行
わ
れ
、

き
ご
う

福
田
知
事
は
「
思
い
描
い
た
夢
の
実
現

に
向
け
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
第
一

期
と
な
る
研
修
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

今
年
度
、
意
欲
あ
る
就
農
希
望
者　

人
94

が
研
修
を
修
了
し
、
今
後
と
ち
ぎ
の
農

業
の
明
る
い
未
来
を
拓
く
担
い
手
と
し

て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
帰
り
な
さ
い  
ふ
る
さ
と
へ

「
慈
覚
大
師  
円
仁
と
そ
の
名
宝
」
展

　
 
４
月　
 
日
か
ら
６
月
３
日
ま
で
、県

21

立
博
物
館
で
開
館　
  
周
年
記
念
特
別

25

企
画
展
「
慈
覚
大
師 
円
仁
と
そ
の
名

宝
」を
開
催
し
ま
し
た
。
円
仁（
７
９
４

〜
８
５
４
）
は
、
天
台
宗
を
大
成
し
、

第
３
代
天
台
座
主
に
も
つ
い
た
郷
土
が

誇
る
偉
人
で
す
。
こ
の
企
画
展
で
は
、

国
宝
「
慈
覚
大
師
画
像
」（
兵
庫
・
一
乗

寺
）
や
、
門
外
不
出
の
重
要
文
化
財「
慈

覚
大
師　

頭
部
像
」（
山
形
・
立
石
寺
）な

ど
多
数
の
貴
重
な
仏
教
美
術
が
展
示
さ

れ
、
会
期
中
約
３
万
３
０
０
０
人
の
入

館
者
が
あ
り
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

県
立
博
物
館
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う

な
「
栃
木
」
に
つ
い
て
新
た
な
魅
力
を

発
見
す
る
企
画
展
を
開
催
し
て
い
く
予

定
で
す
。

「
慈
覚
大
師
画
像
（
複
製
）」

（
原
資
料
＝
兵
庫
・
一
乗
寺
蔵
）
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台
湾
で
県
産
品
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ

国
際
食
品
見
本
市
に
出
展

　

県
は
、
６
月　

日
か
ら　

日
ま
で
台

21

24

湾
の
台
北
市
で
開
催
さ
れ
た
国
際
食
品

見
本
市
「
フ
ー
ド
台
北
」
に
出
展
し
ま

し
た
。
初
日
に
は
、
知
事
が
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
っ
た
後
、
本
県
ブ
ー
ス
で
、
石
坂
県

議
会
議
長
ら
と
と
も
に
、
日
本
酒
、
漬

け
物
、
納
豆
、
ゆ
ば
な
ど
の
加
工
食
品

や
米
、
ブ
ド
ウ
な
ど
の
農
産
物
を
台
湾

や
世
界
の
バ
イ
ヤ
ー
に
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
台
北
滞
在
中
に
「
と
ち
ぎ
の
夕

べ
」
を
開
催
し
、
台
湾
の
関
係
者
に
本

県
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

鍛
錬
と
努
力
の
成
果
を
披
露

高
齢
者
の
祭
典
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　

今
年
も
、
と
ち
ぎ
健
康
の
森
や
宇
都

宮
市
内
の
競
技
施
設
な
ど
を
会
場
と
し

て
、
５
月　

と　

日
に
「
健
康
・
生
き

25

26

が
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、　

日
に
「
ス

27

ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
三
遊
亭
好
楽
さ
ん
の
記
念

講
演
や
日
本
画
、
洋
画
な
ど
の
シ
ル

バ
ー
作
品
展
、
テ
ニ
ス
な
ど　

種
目
の

18

競
技
大
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
県
内
各

地
か
ら
参
加
さ
れ
た
元
気
な
高
齢
者
の

み
な
さ
ん
が
日
頃
の
鍛
錬
や
努
力
の
成

果
を
披
露
さ
れ
、
地
域
・
世
代
を
超
え

た
交
流
の
場
と
し
て
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

「
と
ち
ぎ
和
牛
」ア
メ
リ
カ
へ

高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
で
好
評

　

対
米
向
け
に
「
と
ち
ぎ
和
牛
」
の
輸

出
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
和
牛
の
輸
出

は
、
鹿
児
島
県
、
宮
崎
県
、
群
馬
県
に

続
い
て
４
県
目
。
５
月　

日
に
は
、　

17

JA

お
や
ま
西
部
地
区
青
果
物
集
出
荷
場
で

輸
出
に
向
け
た
出
発
式
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
出
荷
さ
れ
た
「
と
ち
ぎ
和
牛
」

は
、
出
荷
６
頭
全
頭
が
対
米
向
け
の
基

準
で
あ
る
Ａ
４
以
上
に
格
付
け
さ
れ
、

サ
ー
ロ
イ
ン
や
ヒ
レ
な
ど
の
高
級
部
位

が
輸
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
毎

月
継
続
的
に
輸
出
さ
れ
、
主
に
ラ
ス
ベ

ガ
ス
の
高
級
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

提
供
さ
れ
、
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
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ス
ク
ー
ル
安
全
活
動
車
を
配
備

子
ど
も
の
安
全
確
保
対
策

　

県
警
察
本
部
は
７
月
、
全
国
に
先
駆

け
て
警
察
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
専

用
車
と
し
て
、
青
色
回
転
灯
と
ス
ピ
ー

カ
ー
を
搭
載
し
た
「
ス
ク
ー
ル
安
全
活

動
車
」
を
全
警
察
署
に
配
備
し
ま
し
た
。

青
と
白
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
で
、
県
警

マ
ス
コ
ッ
ト
の
「
ル
リ
ち
ゃ
ん
」
の
イ

ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
車
両
は
、
子
ど
も

た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
児
童
生
徒
に
対
す
る

防
犯
教
室
・
防
犯
訓
練
に
あ
わ
せ
、
車

両
を
使
用
し
た
学
校
周
辺
で
の
見
守
り

活
動
や
地
域
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
人
た

ち
に
安
全
・
安
心
を
与
え
て
い
ま
す
。

豊
か
な
農
村
を
未
来
へ
継
承

水
田
な
ど
で
「
生
き
物
調
査
」

　

今
年
度
か
ら
、
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
県
内

の
２
６
６
組
織
が
、
７
月
か
ら
８
月
に

か
け
て
、
水
田
な
ど
に
生
息
す
る
魚
や

昆
虫
な
ど
の
「
生
き
物
調
査
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
組
を
通
し
て
、

参
加
者
た
ち
が
身
近
な
環
境
へ
の
関
心

を
高
め
、
環
境
保
全
や
、
集
落
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
良
好
な

自
然
環
境
を
は
じ
め
、
農
業
生
産
の
基

礎
と
な
る
農
地
や
施
設
な
ど
の
地
域
ぐ

る
み
の
保
全
活
動
を
促
進
し
、
豊
か
な

農
業
・
農
村
を
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
継
承
し
て
い
き
ま
す
。

と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
を
次
世
代
へ

森
づ
く
り
県
民
税
条
例
を
公
布

　

６
月
の
県
議
会
で
「
と
ち
ぎ
の
元
気

な
森
づ
く
り
県
民
税
条
例
」
が
可
決
成

立
さ
れ
、
７
月
３
日
に
公
布
し
ま
し
た
。

県
は
こ
の
税
に
よ
り
荒
廃
森
林
の
再
生

と
県
民
の
森
づ
く
り
活
動
の
支
援
な
ど

を
行
い
、
水
源
の
か
ん
養
、
地
球
温
暖

化
防
止
な
ど
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能

が
持
続
的
に
発
揮
さ
れ
る
森
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、　

月　

日

10

16

に
は
「
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
県

民
会
議
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
県
民

会
議
で
は
、
森
づ
く
り
憲
章
の
制
定
、

県
民
協
働
に
よ
る
森
づ
く
り
の
推
進
、

税
で
実
施
し
た
事
業
の
評
価
な
ど
を
行

い
、
元
気
な
森
を
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
の
県
民
運
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
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み
ん
な
で
結
婚
・
子
育
て
を
支
援

と
ち
ぎ
未
来
ク
ラ
ブ
を
設
立

　

県
民
総
ぐ
る
み
で
結
婚
・
子
育
て
を

支
援
し
、
家
庭
を
築
き
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
８
月
６
日

に
県
や
経
済
団
体
な
ど
県
内
各
界
の
関

係
団
体
で
構
成
さ
れ
る
「
と
ち
ぎ
未
来

ク
ラ
ブ
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
結
婚

支
援
事
業
は
、
出
会
い
の
場
と
な
る
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
り
、
結
婚
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
結
婚
相
談
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
事
業
は
、

子
育
て
家
庭
に
「
と
ち
ぎ
笑
顔
つ
ぎ
つ

ぎ
カ
ー
ド
」
を
配
布
し
、
そ
の
カ
ー
ド

を
協
賛
店
舗
な
ど
で
提
示
す
る
こ
と
で

割
引
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る
も
の

で
、
１
５
０
０
以
上
の
店
舗
な
ど
に
協

賛
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

難
病
に
理
解
を
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ん
び
ょ
う
サ
ポ
ー
ト
と
ち
ぎ
の
つ
ど
い

「
第
４
回
な
ん
び
ょ
う
サ
ポ
ー
ト
と
ち

ぎ
の
つ
ど
い
」
を
９
月
９
日
に
と
ち
ぎ

福
祉
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

つ
ど
い
で
は
、
県
民
の
難
病
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
相
互
理
解
の
き
っ
か
け

の
場
と
な
る
よ
う
、
網
膜
色
素
変
性
症

と
い
う
難
病
を
抱
え
た
音
楽
家
に
よ
る

「
夢
見
る
力
を
信
じ
て
～
盲
導
犬
グ

レ
ー
ス
と
と
も
に
～
」
と
題
し
た
講
演

と
、
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
が
行
わ
れ
、

多
く
の
参
加
者
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、「
治
療
の
進
歩
と
生
活
」
を
テ
ー
マ

に
、
熱
心
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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栃
木
の
農
産
物
を
も
っ
と
お
い
し
く
安
全
に

Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
の
導
入
始
ま
る

　

安
全
・
安
心
で
、
品
質
の
良
い
農
産

物
を
求
め
る
消
費
者
の
声
に
応
え
る
た

め
、
農
業
の
生
産
現
場
で
新
た
な
取
り

組
み
で
あ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
導
入
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
、Good

 
    

AgriculturalPractice

                     
の
略
称
で
「
農
業

生
産
工
程
管
理
」
と
呼
ば
れ
、
安
全
性
、

品
質
の
向
上
、
環
境
負
荷
軽
減
な
ど
を

目
的
と
し
た
適
切
な
農
業
生
産
工
程
を

予
め
定
め
、
そ
の
実
践
と
評
価
に
基
づ

き
、
改
善
す
る
取
り
組
み
で
す
。
県
内

で
は
、
い
ち
ご
（
県
内
全
産
地
）、
ト
マ

ト
、
な
し
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
、
麦
（
県

内
全
産
地
）
な
ど
の
産
地
で
Ｇ
Ａ
Ｐ
の

取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
、

ほ
か
の
品
目
へ
の
導
入
を
支
援
し
、
安

全
・
安
心
・
高
品
質
な
農
産
物
の
供
給

を
図
り
ま
す
。

人
権
の
大
切
さ
を
学
ぼ
う

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
と
ち
ぎ

　

人
権
問
題
に
つ
い
て
の
多
彩
な
催
し

を
通
じ
て
人
権
の
大
切
さ
を
学
ぶ
「
ヒ

ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
と
ち
ぎ
２
０
０
７
」

を
９
月　

日
と　

日
の
２
日
間
、
マ
ロ

29

30

ニ
エ
プ
ラ
ザ
（
宇
都
宮
市
）
で
開
催
し

ま
し
た
。
保
育
園
児
の
元
気
な
和
太
鼓

で
幕
を
あ
け
、
俳
優
の
宇
梶
剛
士
さ
ん

の
ト
ー
ク
や
歌
手
の
井
上
あ
ず
み
さ
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト
、
い
じ
め
に
つ
い
て
の

講
演
会
、
映
画
会
、
盲
導
犬
や
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
な
ど
の
体
験
、
高
校
生
が
大
切

に
育
て
た
人
権
の
花
の
配
布
な
ど
た
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
来

場
し
た
多
く
の
人
た
ち
か
ら
「
人
権
を

よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
、
行
動
に
移
す
き
っ
か
け
に
な

っ
た
」
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
０
０
歳
の
木
村
さ
ん
に
祝
詞

知
事
が
長
寿
を
祝
い
訪
問

　

福
田
知
事
は
、
１
０
０
歳
を
迎
え
た

鹿
沼
市
の
木
村
ミ
ツ
さ
ん
を
９
月　

日
21

に
訪
問
し
、
祝
辞
と
記
念
品
を
贈
り
、

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。
明
治　

年
生
ま

40

れ
の
木
村
さ
ん
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で

世
の
中
の
動
き
に
興
味
関
心
を
持
ち
続

け
、「
お
相
撲
を
テ
レ
ビ
で
見
る
の
が
一

番
の
楽
し
み
で
す
」
と
、
笑
顔
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。
な
お
、
今
年
度
に

県
内
で
１
０
０
歳
に
な
る
方
は
２
０
７

人
で
、
過
去
最
高
の
人
数
で
す
。
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第　

回
国
体（
秋
田
県
）で
好
成
績

62
天
皇
杯　

位
・
皇
后
杯　

位

22

25

　
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」が
９
月　

日
か

29

ら　

月
９
日
の　

日
間
、
秋
田
市
を
中

10

11

心
に
開
催
さ
れ
、
本
県
選
手
団
は
、　
34

競
技
、
４
１
８
人
の
監
督
・
選
手
で
大

会
に
臨
み
ま
し
た
。
大
会
を
通
し
て

「
チ
ー
ム
栃
木
」の
勢
い
は
最
後
ま
で
衰

え
る
こ
と
な
く
、
団
体
競
技
で　

競
技

12

　

チ
ー
ム
、
個
人
競
技
で
は
、
８
競
技

17
　

人
が
入
賞
す
る
な
ど
、
冬
季
大
会
と

43合
わ
せ
、
第　

回
国
民
体
育
大
会
は
、

62

天
皇
杯　

位
（
前
回　

位
）・
皇
后
杯　

22

27

25

位
（
前
回　

位
）
と
、
２
年
連
続
で
前

34

回
大
会
を
上
回
る
好
成
績
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
食
育
を
推
進
し
よ
う

と
ち
ぎ
食
育
推
進
大
会

　
供
食
僑は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、「
と

ち
ぎ
の
食
育
元
気
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

食
育
に
か
か
わ
る
多
く
の
関
係
機
関
や

団
体
と
連
携
・
協
力
し
、
食
育
の
推
進

に
努
め
て
き
ま
し
た
。　

月
の
「
と
ち

10

ぎ
食
育
推
進
月
間
」
で
は
、
食
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
集
中

的
に
行
い
、
食
育
の
普
及
啓
発
に
努
め

ま
し
た
。
特
に
、初
め
て
開
催
し
た「
と

ち
ぎ
食
育
推
進
大
会
」
で
は
、
子
ど
も

の
食
育
を
中
心
に
講
演
や
表
彰
、
事
例

発
表
を
行
い
、
約
７
０
０
人
の
参
加
者

が
食
育
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
今
後
も
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
県
民
が
主
役

の
食
育
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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「
地
球
に
や
さ
し
い
く
ら
し
」
を

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
フ
ェ
ア

　

地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題
の
解

決
に
向
け
、
身
近
で
で
き
る
取
組
へ
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、　

月　

日
、

10

13

　

日
の
２
日
間
、
県
子
ど
も
総
合
科
学

14館
で
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
フ
ェ
ア
２
０

０
７
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で

は
、
活
動
団
体
や
企
業
な
ど
に
よ
る
展

示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
楽
し
く
環
境
問

題
に
つ
い
て
学
ぶ
「
ぶ
ん
べ
つ
く
ん
シ

ョ
ー
」、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
の
試
乗
や
「
こ

ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
活
動
発
表
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
、
環
境
保
全
の
大
切
さ
を

実
感
す
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
を
見

直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

お
い
し
い
と
ち
ぎ
の
食
再
発
見

と
ち
ぎ供
食
と
農
僑ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

　

県
民
の
食
と
農
に
対
す
る
理
解
を
促

進
す
る
た
め
、
県
内
各
地
で
活
発
的
な

「
食
育
」「
地
産
地
消
」「
都
市
農
村
交
流
」

の
取
組
を
一
体
的
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

「
と
ち
ぎ
供
食
と
農
僑
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

２
０
０
７
」
を　

月　

日
、　

日
の
２

10

27

28

日
間
に
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
な
ど
で
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
お

い
し
い
と
ち
ぎ
の
食
再
発
見
」
を
テ
ー

マ
に
、
各
市
町
の
農
産
物
や
加
工
品
、

特
産
品
の
展
示
即
売
、
農
村
文
化
の
紹

介
の
ほ
か
、
栃
木
の
食
材
を
生
か
し
た

「
と
ち
ぎ
の
食　

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」や

de

「
地
産
地
消
の
夕
べ
」
を
実
施
し
、
健
全

な
食
生
活
や
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
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県
産
牛
乳
の
消
費
拡
大
め
ざ
し

統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
発
表

　

本
県
は
、
生
乳
生
産
量
全
国
第
２
位

の
酪
農
県
で
、
県
産
の
新
鮮
な
牛
乳
が

た
く
さ
ん
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県

民
の
皆
さ
ん
に
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
県
産
の
新
鮮
な
牛

乳
を
も
っ
と
県
民
の
健
康
作
り
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
た
め
、
県
産
牛
乳
の
統

一
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
公
募
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
大
田
原
市
在
住
の
小

池
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
、　

月
に
開

10

催
さ
れ
た
「
と
ち
ぎ
供
食
と
農
僑
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ア
」
会
場
で
発
表
さ
れ
ま
し

た
。 
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
つ
い
た
県
産

牛
乳
は　

年
２
月
こ
ろ
か
ら
順
次
お
目

08

見
え
し
ま
す
。

県
域
を
越
え
た
交
流
・
連
携

両
毛
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

群
馬
県
と
両
毛
地
域
の　

市
町
と
連

11

携
し
て
「
第
５
回
両
毛
交
流
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
」
を　

月　

日
に
佐
野
市
で

10

28

開
催
し
ま
し
た
。
両
毛
地
域
を
は
じ
め
、

関
東
各
地
か
ら
約
１
０
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。「
味
わ
い
深
い
伝
統
と
芸
術

を
残
す
ま
ち
、佐
野
を
歩
こ
う
」を
テ
ー

マ
に
佐
野
の
名
所
や
旧
跡
、
観
光
ス
ポ

ッ
ト
を
め
ぐ
る
と
と
も
に
、
地
域
内
外

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

両
毛
地
域
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

の
ほ
か
、
公
共
施
設
の
相
互
利
用
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
、
民

間
団
体
の
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
な
ど
、

県
域
を
ま
た
が
る
市
町
が
連
携
し
て
活

力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。

全
国
の
農
業
担
い
手
が
集
う

農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト　

と
ち
ぎ

in

「
未
来
を
創
造　

～
担
い
手
が
築
く
強

!!

い
農
業
・
元
気
な
地
域
～
」
を
テ
ー
マ

に　

月　

・　

日
、
第　

回
全
国
農
業

10

25

26

10

担
い
手
サ
ミ
ッ
ト　

と
ち
ぎ
を
開
催
し

in

ま
し
た
（
主
催
＝
第　

回
全
国
農
業
担

10

い
手
サ
ミ
ッ
ト　

と
ち
ぎ
実
行
委
員

in

会
）。認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
を
中

心
に
、
県
内
外
か
ら
約
２
５
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。　

日
は
、
宇
都
宮
市

25

文
化
会
館
で
全
体
会
を
行
い
、
栃
木
市

の
大
出
陽
子
さ
ん
（
県
女
性
農
業
士
会

長
）
ら
３
人
に
よ
る
事
例
報
告
や
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
全
体
会
終
了
後
は
、
県
内
８
地
域

で
の
交
流
会
や
、　

日
に
は
、　

コ
ー

26

19

ス
で
の
現
地
研
修
を
行
い
、
全
国
の
担

い
手
と
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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統
計
功
労
者
な
ど
を
表
彰

県
統
計
大
会

　

第　
 
回
県
統
計
大
会
を　

月
６
日
、

45

11

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
統
計
功
労
者
と
統
計
グ
ラ

フ
県
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
な
ど
の
表
彰

を
行
い
、
統
計
の
普
及
啓
発
と
県
内
の

統
計
関
係
者
の
志
気
高
揚
を
図
る
と
と

も
に
、
大
会
参
加
者
の
決
意
を
表
す
大

会
宣
言
が
満
場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

文
化
・
芸
術
活
動
の
成
果
を
発
表

県
障
害
者
文
化
祭

　
　

月
９
日
と　

日
の
２
日
間
に
わ
た

11

10

り
、
宇
都
宮
市
文
化
会
館
な
ど
で
、
栃

木
県
障
害
者
文
化
祭
「
カ
ル
フ
ル
と
ち

ぎ
２
０
０
７　

こ
こ
ろ
の
つ
ど
い
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
県
内
各

地
か
ら
障
害
が
あ
る
方
が
た
く
さ
ん
参

加
し
、
日
頃
の
文
化
・
芸
術
活
動
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
を

訪
れ
た
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
一
緒
に

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
、
心
の
交

流
を
深
め
、
県
民
の
み
な
さ
ま
に
障
害

者
福
祉
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

五
木
寛
之
さ
ん
が
記
念
講
演

と
ち
ぎ
教
育
振
興
大
会

　
　

月　

日
に
「
と
ち
ぎ
教
育
の
日
」

11

11

実
行
委
員
会
主
催
の
「
第　

回
と
ち
ぎ

16

教
育
振
興
大
会
」
が
宇
都
宮
市
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
全
域
に

教
育
尊
重
の
気
運
を
高
め
、
生
涯
学
習

の
振
興
を
図
る
「
と
ち
ぎ
教
育
の
日
」

は
、
毎
年　

月
の
第
２
土
曜
日
に
設
定

11

さ
れ
、
そ
の
中
心
的
行
事
が
こ
の
大
会

で
す
。
式
典
で
は
、
教
育
功
績
者
と
今

年
度
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
や

意
見
の
入
賞
者
の
表
彰
式
、
続
い
て
五

木
寛
之
さ
ん
が
記
念
講
演
を
行
い
ま
し

た
。会
場
に
は
悪
天
候
の
中
、２
０
０
０

人
が
詰
め
か
け
、
大
盛
況
で
し
た
。
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飲
酒
運
転
の
根
絶
を
め
ざ
し
て

交
通
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

飲
酒
運
転
の
根
絶
を
テ
ー
マ
に
し
た

第　

回
交
通
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
内

27
閣
府
、
県
、
宇
都
宮
市
主
催
）
を
県
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
で　

月　

日
に
開
催

11

14

し
ま
し
た
。
県
警
交
通
部
長
の
柿
岡
健

三
氏
と
愛
国
学
園
大
学
教
授
・
茨
城
大

学
名
誉
教
授
の
鈴
木
由
紀
生
氏
が
基
調

報
告
と
基
調
講
演
を
行
い
、
続
い
て
飲

酒
運
転
被
害
者
遺
族
の
和
氣
み
ち
子
さ

ん
、
Ｆ
１
チ
ー
ム
代
表
の
鈴
木
亜
久
里

さ
ん
、
埼
玉
西
濃
運
輸
社
長
の
石
井
良

幸
さ
ん
、
警
察
庁
科
学
警
察
研
究
所
の

岡
村
和
子
さ
ん
の
４
人
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
飲
酒
運
転
へ
の
考
え
方

や
取
組
み
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
訴
え
ま
し
た
。

供
強
み
僑を
活
か
し
産
業
振
興

　

自
動
車
、
航
空
宇
宙
産
業
振
興
協
議
会
を
設
立

   
強
み
を
活
か
し
て
、
特
定
産
業
分
野

の
重
点
的
な
振
興
を
図
る
「
と
ち
ぎ
産

業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し

て
、
県
で
は
、
８
月
に
「
と
ち
ぎ
産
業

振
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、
自
動

車
産
業
と
航
空
宇
宙
産
業
を
振
興
分
野

に
選
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

こ
の
分
野
の
産
学
官
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
す
る
た
め
、　

月　

日
に
「
と
ち

11

16

ぎ
航
空
宇
宙
産
業
振
興
協
議
会
」、　

月
12

　

日
に
は
「
と
ち
ぎ
自
動
車
産
業
振
興

17協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
人
材
育
成
、

研
究
開
発
、
販
路
開
拓
な
ど
の
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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優
れ
た
企
業
立
地
環
境
を
Ｐ
Ｒ

と
ち
ぎ
産
業
イ
ン
フ
ラ
ツ
ア
ー

　

企
業
立
地
を
促
進
す
る
た
め
、
本
県

の
優
れ
た
立
地
環
境
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
と

ち
ぎ
産
業
イ
ン
フ
ラ
ツ
ア
ー
」
を　

月
11

　

日
に
開
催
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に

26は
、
県
外
企
業
を
中
心
に　

社
が
参
加

25

し
、
副
知
事
に
よ
る
本
県
の
立
地
環
境

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
北
関
東
自

動
車
道
の
見
学
や
県
が
開
発
を
予
定
し

て
い
る
壬
生
町
羽
生
田
地
区
の
大
規
模

産
業
団
地
予
定
地
の
見
学
な
ど
を
行
い
、

最
後
に
知
事
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
産
業
団
地

予
定
地
は
平
坦
で
広
大
、
立
地
環
境
が

素
晴
ら
し
い
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

巴
波
川（
景
観
部
門
）な
ど
３
件
を
選
出

県
マ
ロ
ニ
エ
建
築
・
景
観
賞
表
彰
式

　

県
マ
ロ
ニ
エ
建
築
・
景
観
賞
の
表
彰

式
を
、　

月　

日
に
県
総
合
文
化
セ
ン

11

26

タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
本
賞

の
建
築
文
化
部
門
に
「
ア
ル
テ
ミ
ス
宇

都
宮
ク
リ
ニ
ッ
ク
」、人
に
や
さ
し
い
建

築
物
部
門
に
「
西
刑
部
の
家
」、
景
観
部

門
に
「
巴
波
川
（
栃
木
河
岸
）」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
奨
励
賞
に
建
築
物

４
作
品
、
景
観
１
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
表
彰
式
終
了
後
に
は
、
東
京
大
学

ア
ジ
ア
生
物
資
源
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
の
堀
繁
さ
ん
に
よ
る
、
景
観
に
関

す
る
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

知
名
度
上
げ
生
産
・
消
費
拡
大
を

県
産
品
種
ヤ
シ
オ
マ
ス
を
商
標
登
録

　

県
水
産
試
験
場
で
ニ
ジ
マ
ス
を
品
種

改
良
し
て
開
発
し
た
「
ヤ
シ
オ
マ
ス
」

の
商
標
が
、　 
月　
 
日
に
登
録
さ
れ
ま

11

16

し
た
。
ヤ
シ
オ
マ
ス
は
美
し
く
鮮
や
か

な
色
合
い
か
ら
、
県
花
で
あ
る
「
ヤ
シ

オ
ツ
ツ
ジ
」
に
あ
や
か
り
名
付
け
ら
れ
、

成
熟
し
な
い
た
め
１
年
を
と
お
し
て
品

質
が
落
ち
ず
、
脂
の
の
り
も
良
い
の
が

特
徴
で
す
。
刺
身
、
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
、

ム
ニ
エ
ル
、
く
ん
せ
い
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
料
理
で
お
い
し
く
召
し
上
が
れ
ま
す
。

今
後
は
、
商
標
を
十
分
に
活
用
し
な
が

ら
ヤ
シ
オ
マ
ス
の
知
名
度
を
上
げ
、
地

域
特
産
魚
と
し
て
生
産
と
消
費
の
拡
大

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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被
害
者
支
援
の
輪
を
広
げ
よ
う

犯
罪
被
害
者
支
援
県
民
の
つ
ど
い

　

県
警
察
本
部
は
、
社
団
法
人
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
と
ち
ぎ
と
共
催
し
た

「
犯
罪
被
害
者
支
援
県
民
の
つ
ど
い
」を

　

月　

日
に
県
教
育
会
館（
宇
都
宮
市
）

11

28

で
開
催
し
ま
し
た
。
つ
ど
い
で
は
、
警

察
な
ど
が
行
う
犯
罪
被
害
者
支
援
事
業

報
告
や
警
察
の
犯
罪
被
害
者
支
援
体
験

談
の
発
表
、
交
通
事
故
で
家
族
を
失
っ

た
被
害
者
遺
族
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
集
の
朗

読
な
ど
を
行
っ
た
あ
と
、
松
本
サ
リ
ン

事
件
の
被
害
者
河
野
義
行
さ
ん
に
よ
る

記
念
講
演
を
行
い
参
加
者
に
犯
罪
被
害

者
の
苦
悩
や
支
援
の
重
要
性
、
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
の
あ
と
、

犯
罪
被
害
者
支
援
の
輪
を
広
げ
る
こ
と

を
誓
う
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給

県
営
小
網
発
電
所
が
稼
働

　

県
企
業
局
が　

年
９
月
か
ら
建
設
を

06

進
め
て
き
た
県
営
小
網
発
電
所
（
日
光

市
藤
原
）が
完
成
し
、　

月
１
日
に
営
業

12

運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。
小
網
ダ
ム
か

ら
の
河
川
維
持
流
量
を
有
効
利
用
し
た

最
大
出
力
１
３
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
水
力

発
電
所
で
、
県
の
所
管
す
る
９
つ
の
発

電
所
の
合
計
最
大
出
力
は
６
万
６
３
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
な
り
ま
し
た
。
企
業
局

で
は
、
今
後
も
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し

な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す

る
水
力
発
電
所
の
建
設
と
維
持
管
理
を

行
い
、
環
境
保
全
と
地
域
振
興
に
貢
献

し
て
い
き
ま
す
。

野
菜
を
テ
ー
マ
に
地
域
産
業
形
成

野
菜
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
基
本
構
想

　

本
県
農
業
の
発
展
を
目
指
す
に
は
、

ほ
か
の
産
業
が
有
す
る
知
識
や
技
術
、

ノ
ウ
ハ
ウ
、
情
報
な
ど
を
生
か
し
て
、

農
産
物
の
付
加
価
値
の
向
上
や
需
要
の

拡
大
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
県
は
「
と
ち
ぎ
野
菜

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
基
本
構
想
」
を　

月
11

　

日
に
策
定
し
ま
し
た
。
構
想
で
は
、

27伸
び
率
全
国
一
の
野
菜
を
テ
ー
マ
に
、

商
工
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
と
の
連
携
を
促

進
し
、
本
県
の
強
み
を
生
か
す
力
強
い

地
域
産
業
群
の
形
成
を
目
指
す
基
本
的

な
考
え
方
を
示
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

「
未
来
型
い
ち
ご
産
業
モ
デ
ル
」
な
ど
、

と
ち
ぎ
発
の
新
た
な
産
業
集
積
を
目
指

す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
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『
百
年
後
の供
と
ち
ぎ
僑』提
言
を
公
募

　

優
秀
賞
７
点
を
表
彰

　

県
は
「
活
力
と
美
し
さ
に
満
ち
た
郷

土
供
と
ち
ぎ
僑」
の
実
現
を
目
指
し
て
、

百
年
建
築
で
あ
る
新
県
庁
舎
の
完
成
に

合
わ
せ
「
百
年
後
に
残
し
た
い
も
の
」

「
百
年
間
で
創
り
上
げ
た
い
も
の
」と
い

っ
た
『
百
年
後
の
供
と
ち
ぎ
僑』
に
関
す

る
提
言
を
募
集
し
ま
し
た
。
若
者
か
ら

高
齢
者
の
方
ま
で
、
幅
広
い
世
代
か
ら

１
５
１
件
の
応
募
が
あ
り
、
選
考
委
員

会
に
よ
る
選
考
の
結
果
、「
誇
れ
る
地

域
・
景
観
を
創
り
上
げ
た
い
」「
環
境
に

配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
」

と
い
っ
た
も
の
な
ど
、
７
つ
の
提
言
を

優
秀
賞
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
新
県

庁
舎
落
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
・
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
表
彰
し
ま
し
た
。

新
栃
木
県
庁
舎
が
完
成

　

月
に
落
成
式
と
一
般
公
開

12

　
　

年　

月
か
ら
建
設
を
進
め
て
き
た

04

10

新
栃
木
県
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
５

代
目
と
な
る
新
県
庁
舎
は
、
議
会
議
事

堂
（
一
足
先
に　

年
４
月
か
ら
使
用
開

07

始
済
）
と
行
政
庁
舎
の
本
館
と
、
東
館

の
３
棟
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

旧
本
館
の
一
部
を
移
築
・
改
修
し
た「
昭

和
館
」も
完
成
し
ま
し
た
。　

月
に
落
成

12

式
と
一
般
公
開
が
行
わ
れ
、
年
末
に
新

庁
舎
へ
の
移
転
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

年
１
月
４
日
に
開
庁
式
が
行
わ
れ
、

08新
庁
舎
で
の
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
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県営土地改良事業の換地業務に係わる感謝状贈呈式7
とちぎ産業集積懇話会7

第13回全国棚田（千枚田）サミット（茂木町）（25
日まで）24

政策懇談会27
福島・茨城・栃木・群馬・新潟の５県知事が会談28
レッツBuyとちぎ認定商品展示会（29日まで）28
県民福祉のつどい29
「映画と講演のつどい」（人権に関する強調月間行事）30

ー

これからまちづくり大学開校29

「第64回インターナショナルギフトショー」出展（7
日まで）4月

栃木県普及指導活動成果発表会5
消費者問題を考えるつどい7
救急医療週間記念大会10
栃木県公衆衛生大会10
秋の交通安全運動行事「交通安全の火」分火式13

県民スポーツ・レクリエーションフェスティバル
総合開会式15

児童虐待に関するシンポジウム20
「やすらぎの栃木路」新宿駅西口フェア（28日まで）25
とちぎ家庭教育支援フォーラム（12月６日・２月23日）28
もくもくまつり200730
高校生友好交流団浙江省受入（11月８日まで）30
第３回栃木県障害者スポーツ大会30

ー

なすひかり大人気110
とちぎの食育展（６日まで）2月
韓国マスコミ招へい事業（日光市ほか7日まで）3
県発明展覧会（５日まで）3
ベジフルとちぎビジネス交流会の開催5
酪農フェア20076
とちぎインターナショナルフェスティバル20076
栃木県技能展（7日まで）6
外資系企業誘致セミナー（東京都）11
仕事と家庭の両立支援セミナー11
とちぎ地産地消フェア（14日まで）13

とちぎグリーンフェスタ2007（とちぎわんぱく公
園・壬生町21日まで）13

とちぎ花センター開園１５周年記念式典13
県優良木材展示会（鹿沼市などで26日まで）17

「とちぎ住宅フェア２００７」～ひとに・まちに・
自然にやさしく～（21日まで）19

木造りの家ノウハウ習得講座(県南・県北＝21日、
県央＝28日)21

不法投棄防止のつどい26
とちぎ企業立地セミナー（東京都）26
県児童生徒発明工夫展覧会（28日まで）26
県子ども読書活動推進フォーラム（鹿沼市）27

ー

自治振興セミナー211

県民協働の森づくり体験ツアー（鹿沼コース＝３
日、日光コース＝17日、県民の森コース＝25日）3月

エコドライブキャンペーン3
とちぎものづくりフェスタ20073
県文化功労者表彰式9
とちぎ特使と知事が懇談（東京）9
フェスタinパルティ2007（11日まで）10
栃木県職業能力開発促進大会16
エコドライブ講習会17
県きのこ・わさび展示品評会（22日まで）21
第７回産業教育フェア（佐野市）（23日まで）22
「とちぎ心のルネッサンス」運動推進県民大会23

平成19年度栃木県次世代人材づくり事業海外研修
（中国・浙江省で12月１日まで）26

とちぎ野菜産業クラスター構想策定27
県森林・林業コンクール表彰式29
栃木県花の展覧会（12月1日まで）30

ー

エコライフフォーラム112
県芸術祭表彰式4月
多重債務者相談ウィーク（15日まで）10
新栃木県庁舎落成式・内覧会14
メタボ阻止し隊（運動し隊）結成シンポジウム15
新栃木県庁舎一般公開15
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農業大学校入学式11
春季苗木配布会13

「やすらぎの栃木路」フェアinインディ2007（茂木
町22日まで）21

ー

自動車税のコンビニエンスストア収納開始15
春の交通安全運動「オープニングセレモニー」10月
県看護大会12
とちぎ若者サポートステーション開所16
とちぎ地産地消県民運動実行委員会18
県植樹祭・とちぎグリーンフェア（さくら市）19
市町村長会議21
セカンドライフビジネス支援センター開所21

とちぎの環境美化県民運動県・市町連携行動（栃
木市）27

ー

不法投棄パトロール出発式16

あなたも森の番人に！～自然にやさしい「狩猟」
講座～2月

本県関係国会議員と知事とが懇談4
県民の日記念行事（10日まで）9
香港国際旅遊交易会（ITE2007）出展（香港17日まで）14
県民の日記念式典15
男女共同参画社会を考える「とちぎ県民のつどい」24
とちぎ特使　茂木町を視察後、知事と懇談29

ー

「やすらぎの栃木路」大阪キャンペーン（5日まで）47
とちぎ企業立地セミナー（大阪府）4月
交通安全子供自転車大会6
米国インディアナ州高校生受入（13日まで）9
県芸術祭（11月23日まで）10
「やすらぎの栃木路」横浜キャンペーン（22日まで）20
ふれあい活動高校生のつどい24
献血功労者表彰式26
とちぎ食育推進連絡会設立31

ー

愛鳥週間用ポスター原画コンクール表彰式18

フレッシュファーマーズフェスティバル2007（５
日まで）4月

日・韓・中環境創造型稲作技術国際会議（６日まで）4

農業士等認定式101

とちぎの元気な森づくりフォーラム（日光市＝13
日、益子町＝14日、矢板市＝21日、那須烏山市・
鹿沼市＝27日、那須塩原市＝28日）

13
月

女性の再チャレンジ支援フォーラム20

全国高校総体スケート・アイスホッケー競技大会
本県開催（25日まで）21

バイオマスシンポジウム26

国民体育大会冬季大会スケート・アイスホッケー競
技会（本県選手団を群馬県に派遣）（１月31日まで）27

多文化共生シンポジウム27
人権講演会ｉｎ矢板30

ー

アグリライフフォーラム12
エコテックとちの環2007（３日まで）2月
とちぎの元気な森づくりシンポジウム（宇都宮市）3
農業青年研究大会5
県文化振興大会7
緑化関係表彰式8
栃の葉国体記念「第24回健康マラソン大会」10

国民体育大会冬季大会スキー競技会（本県選手団
を秋田県に派遣）（13日まで）10

森林ボランティアによる「森づくり」の集い11
ミルクの国牛乳講演会13
とちぎ花フェスタｉｎ高根沢（18日まで）16

ー

「とちぎ米」の香港への輸出出発式63
旧議会議事堂の議場閉場式9月
米国インディアナ州への高校生派遣（20日まで）10
北関東自動車道愛称決定！「北関」13
農業大学校卒業式15
一般国道294号稲沢拡幅が全線開通18

ー

県立南那須養護学校高等部開設14
民間住宅耐震診断助成事業1月
農産物知的財産センター開設1
とちぎ企業・観光誘致センター開所（東京事務所）1

世界女子アイスホッケー選手権大会本県開催（８
日まで）2



県政のあゆみ 2007 20


